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第163回 特定⾮営利活動法⼈ 治験ネットワーク福岡 
倫理審査委員会 議事録概要 

 

開催⽇時 2026 年 6 ⽉ 2 ⽇（⽕）16 時 04 分〜17 時 13 分 

開催場所 九州⼤学医学研究院 基礎研究Ａ棟 セミナー室2（福岡市東区⾺出3-1-1） 

出席委員 
⽡林達⽐古委員⻑，樗⽊浩朗副委員⻑，安波洋⼀委員，⼭本英彦委員， 
鮎澤純⼦委員，渡邊裕之委員，永⽥⼀志委員，河原直⼈委員，庭⼭明⼦委員，
尾上真美委員 

⽋席委員 ― 

議題及び審議
結果を含む議論

の概要 

【審査事項】  
1. 臨床研究の実施の適否 
＜新規＞ 

① 未治療症候性および再発再燃原発性マクログロブリン⾎症に対するザヌブルチニブの
有効性と安全性、その規定因⼦に関する多施設共同前⽅視的観察研究 

研究責任者︓京都府⽴医科⼤学 ⾎液内科学 教授 ⿊⽥純也 
研究機関︓ 44 機関 

・臨床研究の実施の適否について審議を⾏った。 
説明者より、研究の概要について説明があった。研究対象者の選定基準（対象⼈種
の確認⽅法、国際共同研究の予定、研究薬投与に当たり注意を要する疾患の検査
施⾏）、診療時の検体採取量や説明・同意の⼿続き、介⼊がないことの確認（診療
上の医薬品選択理由、標的の明確性）について質疑応答があった。 
委員から事前照会し、申請者が対応⽅針を⽰した点の修正を研究計画書及び説明
同意⽂書へ反映することを求めることとし、継続審査とした。 
審議結果︓継続審査 

 
② 再発または難治性のアグレッシブ⾮ホジキンリンパ腫患者を対象としたモスネツズマブ+

ポラツズマブ ベドチン併⽤療法の有効性及び安全性を検討する多機関共同前向き
観察研究 

研究代表者︓九州⼤学病院 ⾎液・腫瘍・⼼⾎管内科 副科⻑ 加藤光次 
研究機関︓48 機関 

・臨床研究の実施の適否について審議を⾏った。 
説明者より、研究の概要について説明があった。患者背景のバラつきと評価への影響に
ついて、及びＧ8 の評価者について質疑応答があった。説明⽂書・同意⽂書について、
項⽬の対応の確認や、⽂⾔の説明の追加、記載整備について委員から意⾒があった。 
上記の意⾒をもとに、説明⽂書・同意⽂書の修正を求めることとし、継続審査とした。 
審議結果︓継続審査 
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2. 報告 
＜迅速審査︓変更＞ 

③ EGFR Exon20 挿⼊変異陽性⾮⼩細胞肺癌に対するアミバンタマブ＋化学療法の
前向き観察研究 

研究代表者︓京都府⽴医科⼤学附属病院 呼吸器内科 准教授 ⼭⽥忠明 
研究機関︓41 機関 
迅速審査結果︓承認（2026 年 5 ⽉ 29 ⽇） 

 
＜確認事項＞ 

④ 事務局より、当⽇配布資料に基づき、軽微変更 1 件を確認事項として取り扱ったこと
の報告を⾏った。 

 

特記事項 ― 

以上 


